













市 川 保 子  















伝達機能が指導の重要な部分を占める。   





名詞述語文を代表する「～は～です＿1は，普通「聞き手の目の前にあるも   

















（4），あいづち（5）などとして使われている。   
「こちらは田中さんです」などに代表される情報伝達の文と（1）～（5）の文  
は，同じ「～は～です」でありながら，なぜこのように異なった働き・機能を  












う。   
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取り上げる。また，主語が省略されていても名詞述語文である が，本稿 盟主  
語のある文だけを観察の対象とする。  
2．名詞述語文の意味的関係   
高橋（1984）は名詞述語文の主語と述語の意味的な関係を大きく4つに分析  
している。   
A 述語が主語の動作をさししめているもの…………… 「動作づけ」   
B 述語が主語の状態をさLLめしているもの…………「状態づけ」   
C 述語が主語の質的な属性をさししめしているもの…「性格づけ」   















Cの「性格づけ」は「おおきい」とか「うまい」とかの内包による「性質づ   
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け」と，「いも」「おやつ」などの外延による「覆額づけ」の二つに分けられ  
る。  
一性質づけ  彼女は陽性だ。  
隆敷は六畳だ。  
家はあの下だ。  
かれらほいいともだちだ。   
一種額づけ∵煩づけ  さそりほ虫よ。  
性格づ  
一種づけ  太郎はよい人間だ。  
太郎は善人だ。   



















作づけ」にとらえることもできるし，「大いなる賛成の状態にある」として「状   








（20）a そのとき，おれは中学生だった。  









同一づけ   
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3．機能とのかかわり   
高橋の分類LたABCDの意味的な関係は，話し手の表現意図や伝達機能と  
どのようiこ関わっているのであろうか。ABCDそれぞれの意味的な関係が，  
特徴的な伝達機能を形作っているであろうか。   
まず，「性格づけ」の中の「種類づけ」と機能の関係を見てみよう。  









（23） このへんがいちばん閑静で見はらしのよい場所であろう。   
これらの文でほ述語は結局その内包を伝えていることを指摘し，「種額づけ  
というものは，いつもその内包がおもてににじみでるかたちで使用されている  






のであろう。   
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け，評価などを下す表現」である。   
「種類づけ」の文は話し手の使い方によって非常に主観的な評価をあらわす  





















あらわれる。談話撥能上の役割として，ことがらを発語時点で旧情報化して受   










（35）これは冗談半分の言い方なんですが，あなたのれ かってあったよう  
な神経質をれ 弟がいってに引き受けてくれたくらいに思ってれ  
（教育相談）  
（36）ずいぶんあなたはあれれ  まるで子供とおっしぞるところと，そうい  














言える。   
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3．1．3「種帯づけ」と理由づけ「～から」   
「種析づけ」を用いて理由を述べ，後文に続ける使われ方も話しことばによ  





（37〕僕はたまた  軍医着ですむ旦れ 特に現実優先に考えますから，  
（教）  
（38）だからそういうことはさ，非常iこ事務的な話だかられ 保護者がれ  














（45） fさんを初めて酔わせたのはわたくしですよ。（録）  
（46〕次は東久留米でございます。（録）  
（47）あれはね－，ばくの人形だよ。（録）   
（42）～〔47）に共通してみられるのは，話し手の聞き手に対する何らかの主  
弓昆 または情報の提供である。「種類づけ」が話し手の心理的な評価を表すの   
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と言っている。   
（52）サルはサルである。サルは人間よりも，毛が三木たらぬ存在である。  
（53）そりゃ，規則ほ規則ですもの。   












それはお茶屋さんという仕事でなくて，どこの商店とか，そういうお  （56）  
宅はみんなそうでしたか。（録）  














理由になっていると考えられる。   





3．3「状態づけ」の機能   
「状態づけ」は一時的な状態を問題にするため，会話ではかなりの程度に活  
躍する。  
（62）あれは思春期だかられ ママ，ぼやぼやしてっと困るよ。（女）  
（63）マコは春から2年だし，鈴子は来年から小学校だし，やっと子供に手  









（68）典子  田ポリほどういう話で  
大村：ああ，いやぁ実にいやな詣でね。…‥・（女）  





る。   












以上 名詞述語文の中で，「種額づけ」「同一づけ」「状態づけ」について伝  
達磯絶の而からながめてみた。断片的な考察でしかなかったが，名詞述語文の  
典型とされる「同一づけ」以外で名詞述語文がかなり活躍しているのがわか  






供がやりましょうか⊂ ＜申し出＞  
奈良に行こうと思うんですけど。く希望＞  
あとであなたからもよく  いておいてくださいよ。＜依頼＞   
動詞述語文は， （73）～（79）のように，述語に命令・依頼・希望などの形式を  




付いて発せられたかは，1文だけではわからない。しかし，（1）が内包を伝え   
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る「種類づけ」という意味的な関係を持つ限り，話し手の感情表現に便あれや  
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